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全体を通しての感想
今回初めて県外派遣をさせて頂き、県外の高校生のレベルを知ることが出来た。また、県外では自分と同年代の女性
レフリーが上を目指して頑張っていることを知り、改めて頑張ろうと思える研修会でありました。
勉強中である３POもさせて頂きメカニックや位置取りの勉強になりました。
最終試合ではS級である窪田氏、中西氏、佐藤氏の３POを見学させて頂けて３人の協力性やレフリーとしての立ち姿に
本当に感動しました。その中でもどんな上級者でも自分が課題にしていることがあり、悔しい思いをしたり実際にやって
みて課題を改善できるように取り組んでいってることが分かりました。
最後に、このような機会を与えて下さった県審判委員会や運営等さまざまな場面でお世話をしてくださった佐賀県審判
部の方々に感謝申し上げ、第１５回唐津自動車学校旗高校生バスケットボール大会の報告といたします。

○ゲーム前（プレカンファレンス）
伊農高は１本目の試合で審判をしており、チームの特徴をとらえられていたため前の試合のポストカンファででた反省
をチャレンジできたらしていくことを話した。
厳木高はバスケ部以外のサッカー部などもメンバーに入っているという情報があったため、選手がしっかりバスケが出
来るようにマニュアルに沿って判定していくことを話し合った。

○ゲームの実際
伊農高に対して厳木高の選手の人数も少なく、体力的にも厳木高が負けている状況であった。厳木高がなかなかフロ
ントコートにボールを進められなくなりロングパスやターンオーバーが多い試合であった。対して伊農高はオールマン
ツーであったり速攻からの１対１という場面が多い試合であった。

○ゲーム後（ポストカンファレンス）　主任　　山崎　　氏（　佐賀県B　）　級
試合間にバスケットボールという競技を選手ができているかという話になり、ハーフタイムで福岡県の正木審判長から
「このような試合だからこそメカニックやファンダメンタルをしっかりすること。笛にしようとして手を挙げかけた場面が
あったがその現象をのみこまないで笛にすること。」という助言を頂いた。ポストカンファではゲームを通してファウル現
象だけでなくヴァイオレイションでもっと笛にしていくべき場面があったのではないかと振り返った。

実技 大会2日目　　　糸島高　　対　　伊農唐商 平野（佐賀県B級）、池田（長崎県B級）

○ゲーム前（プレカンファレンス）
佐賀の平野さんは車椅子バスケで３POを経験しており、長崎の池田さんも公式戦で何回か３POを経験されていた。私
は最近練習をしている所であったが公式戦では数回しか経験したことない状況であった。今回は２人の経験から３PO
で自分が苦手とする所をあげ、まずはメカニックをベーシックに則ってしっかりしていくこと。３人の共通理解として、リー
ドは渡る際は迷わず渡ること。時間を短縮したいとのことでダブルホイッスルになった時はオフィシャルに近いレフリー
がレポートをすること。この２つとした。

○ゲームの実際
高校生女子の試合であり、糸島高も伊農唐高も１対１が多いチームであった。１対１が多いことからワンプレイにリード
が３回以上渡ることはあまりなかった。メカニックに関しては、リードで比較的躊躇せず渡ることができていたためロー
テーションも出来ていた。また、ダブルホイッスルの際は３人の共通理解を優先しレポートすることが出来ていた。

○ゲーム後（ポストカンファレンス）　主任　　佐藤　　氏（　長崎県A　）　級
３人の協力性があり、ローテーションもスムーズに出来ているゲームであったと評価を頂いた。その中で、３人に共通し
ていえることがトレイルの際に位置取りが高いこと、３番エリアから４番・５番に向かうドライブに対するトレイルの見方が
一緒についていく形で下に降りているためちょっと中に入り内側から見る形で位置取りをした方が良いことを助言頂い
た。また、ダブルホイッスルの際は自分のプライマリであるレフリーがレポートに行く方が説得性がありいいとのことで
あった。

実技 大会1日目　　　伊農高　　対　　厳木高 前田（福岡県B級）

2月24日（土） 大会1日目 唐津西高校
2月25日（日） 大会2日目 唐津東高校

期間 平成30年2月24日～平成30年2月25日 報告者 大山　早紀子
スケジュール

期日 内容 場所

県外派遣審判員報告書 作成日　 H30年　4月　1日
大会名 第15回唐津自動車学校旗高校生バスケットボール大会 会場 佐賀県「唐津西高校」


